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第 15 回津田塾大学梅子杯争奪学生英語弁論大会のご案内 
 

拝啓 

 盛夏の候、貴大学英語会の皆様におかれましては益々ご活躍のこととお慶び申し上げま

す。さて、この度、私ども津田塾大学英語会は、第 15 回津田塾大学梅子杯争奪学生英語

弁論大会を開催する運びとなりましたので、お知らせいたします。皆様のご応募、ご来場

を心よりお待ちしております。 

                                        敬具 

     

記 

 

【大会名称】 

第 15 回津田塾大学梅子杯争奪学生英語弁論大会 

The 15th Tsuda University Intercollegiate English Speech Contest for the Umeko Cup 

 

【開催日時】 

2017 年 11 月 12 日（日） 

     

    【会場】 

     津田塾大学 小平キャンパス 特別教室 

     〒187－8577 

     東京都小平市津田町 2－1－1 

     ○鷹の台駅（西武国分寺線）より徒歩 10 分 

     ○新小平駅（JR 武蔵野線）より徒歩 20 分 

 

    【応募資格】 

     英語を第一言語とせず、全国各大学及び短期大学 E.S.Sに所属している方。 

     ※各団体からの応募人数は無制限とします。ただし本選出場者は、1 団体につき 2 名ま

でとさせていただきます。 

 

 

 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=fDN5rv18&id=D305EC20B932187BC3FB925A63949DBFF589E601&thid=OIP.fDN5rv1834e5SztTj5i2wAE8DF&q=%e8%8a%b1%e3%80%80%e7%94%bb%e5%83%8f&simid=608015934426251313&selectedIndex=32
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【コンセプト】 

Bloom 

~Be an only flower to fascinate people~ 
        

花には、その花特有の色、匂い、言葉があります。 

それぞれの魅せ方で、多くの人を魅了します。 

      

     スピーチも十人十色。 

 

        あなただけの価値観。あなただけの経験。あなただけの人生。あなただけの想い。 

                    あなただけのスピーチ。 

 

    あなたにしか語ることのできないたった１つのスピーチが花開く瞬間を会場にいる皆

で見届けたい、多くの人を魅了するたった１つの花となって咲き誇ってほしい、その

想いがこのコンセプトには込められています。 

 

       あなたにしか咲かせられない花を梅子杯で咲かせてください。 

  

 

    【大会形式】 

① Prepared Speech(8分間) 

既発表可。Speech が 8 分を超えた時点で発表を中止させていただきます。8 分を

超えた場合、総合順位から 1 位降格させていただきます。 

※最初の挨拶は 8 分間に含みません。スピーチ本文より計り始め、完全に話し終

わったところまでの時間とします。 

       

② Question & Answer(3 分間) 

制限時間内に出された質問への答えは制限時間を超えても答えることができます。 

     

【本選出場者数】 

 10名（うち 1名は津田塾大学英語会より選出） 

 

【オーディエンスプライズ】 

 オーディエンスプライズとは、オーディエンスの皆様に「最も自分が魅了されたスピー

カー」に投票をしていただき、その票を最も集めたスピーカーに対して贈られる賞です。 

 1 位～3 位とは別にプライズを設けております。 
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【応募方法】 

 メールのみでのご応募となります。 

 

提出物一覧 

 以下の 4 点を、umekocupsa2017@gmail.com までメールに添付してお送りください。 

 

 

ご提出の際は、 

 

 ・メールの件名を氏名_大学名（日本語） 

 ・Application Form・顔写真のファイル名を氏名_大学名（日本語） 

 ・原稿・音声ファイル名をスピーチのタイトル 

 

にしてくださるよう、お願いいたします。 

 

1) Application Form 

Speech Agora ならびに本大会公式ホームページよりダウンロードの上、必要事項を

記入してください。 

※応募者自身がチーフなどの代表者である場合は、「代表者氏名」「代表者連絡先」の

欄に、副責任者や渉外など代理の方の氏名、連絡先を記入してください。 

     

2) 顔写真データ（縦 4 ㎝×横 3 ㎝） 

・パンフレットに掲載させていただきます。 

・スーツ着用で笑顔でお願いします。 

・背景は白で、胸から上を映した写真をご撮影いただくよう、お願いいたします。 

 

3) 原稿データ 

・原稿提出後のタイトルおよびメインクレームの変更はご遠慮ください。 

・本文の前には、タイトルのみタイプしてください。 

       ※氏名及び大学名、団体名は原稿に記入しないでください。先入観のない公平な審

査を期すためですので、ご理解願います。 

      ＜フォーマット＞ 

        ・A4 判用紙、行間 1.5、フォント Times New Roman。 

                ・タイトルは中央揃え。フォントサイズは太字の 12。 

        ・タイトルと本文の間は 2 行あける。 

・本文のフォントサイズは 10.5。 

        ・パラグラフの先頭は Tab キーを押して 5 スペース分あける。 

        ・文と文の間はダブルスペース。 

        ・パラグラフごとに 1 行あける。 

        ・原稿のデータは Word 文書形式（拡張子は DOC もしくは DOCX）。 

         ※PDF ファイルや、手書きの原稿をスキャンしたものは不可。 

mailto:umekocupsa2017@gmail.com
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4) 音声データ 

・タイトルと本文のみを本人が英語で録音したもの。 

※氏名及び大学名、団体名は録音しないでください。先入観のない公平な審査を期す

ためですので、ご理解願います。 

・スピーチは、本文を読み始めてから読み終わるまでの時間を 8 分以内におさめてい

ただくよう、お願いします。8 分を超えていた場合、減点とさせていただきます。 

・ファイル形式は（拡張子）は、MP3 にてお願いします。 

 

 ※音声データに自分の声が録音されているかを必ずご確認ください。 

 ※再生不可の場合、審査対象外とさせていただきますのでご了承ください。 

 

応募締め切り 

2017 年 8 月 30 日（水）12：00（正午） 

 ※審査の公平・公正を期すため、期限後のご応募はいかなる理由があっても一切受け

付けることができませんのでご注意ください。 

 ※締め切りの直前にはサーバーが大変混雑することが予想されます。その際、メール

受信に関するトラブルが発生する恐れがあるため、お早めのご応募をよろしくお願

いいたします。 

※上記の問題による送受信のトラブルを避けるため、誠に勝手ながら、こちらのサー

バーでの受信時間が 8 月 30 日（水）の 12:00（正午）以前であった応募のみを受

理させていただきます。 

ご理解ご協力のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

応募先 

umekocupsa2017@gmail.com 

             

           【予選結果】 

10 月の中旬までに、予選通過者には電話・メールにて、落選者にはメールにてご連

絡いたします。 

       

 

     【問い合わせ先】 

      第 15 回津田塾大学梅子杯争奪学生英語弁論大会スピーカー担当: 山地里沙 

      メールアドレス：umekocupsa2017@gmail.com 

            電話番号：090-7141-4461 

       

      第 15 回津田塾大学梅子杯争奪学生英語弁論大会実行委員長: 古川佳歩 

      メールアドレス：b15406fk@gm.tsuda.ac.jp 

            電話番号：080-1267-1575 

       

mailto:umekocupsa2017@gmail.com
mailto:umekocupsa2017@gmail.com
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      何かご質問等ございましたら、スピーカー担当の山地までご連絡ください。緊急の場

合のみ実行委員長の古川までご連絡ください。 

         

 

皆様のご応募を実行委員一同、心よりお待ちしております。 

 

                                        以上 

 

第 15 回津田塾大学梅子杯争奪学生英語弁論大会実行委員一同 

 

 

 

 

 


